
主体的に考える力を重視し

校長 三 浦 卓 也

新型コロナウイルスの全国・全道的な感染拡大は収まらず、本校でも１１月に入り学

校閉鎖の措置を取りました。その間、オンラインにて学習を進めてまいりましたが、今

後、長期休業の短縮や行事の変更、日課の工夫等により更なる学習保障を行ってまいり

ます。保護者の皆様には、当初の予定が変更となる部分もあり大変ご迷惑をおかけいた

しますが何卒ご容赦願いたく存じます。

さて、以前、元コンサドーレ札幌の左サイドバックで現在はスポーツコメンテータと

して活躍されている大森健作さんの講演を拝聴する機会がありました。その中で、サッ

カー教室に招かれ子どもに指導する際に「『次、どうすればいいですか？』という質問

がものすごく多く、自分で判断し動くということの大切さが十分教えられていないので

は。」と危惧されていたこと、また、指導者が細かく指示を出しその通りにできない時

に「『今はパスだろ！』などと叱責するようなやり方が自ら考えようとする意識や意欲

の芽を摘んでいる。」と訴えていたことが今でも強く心に残っております。

このような指導法の弊害は、学校教育においても当てはまる部分があり、教師の発問

に対し児童がその都度返答する一問一答形式に終始するような授業の進め方がそれに当

たります。そのやり方では、クイズに答えるような知識は増えるかもしれませんが、子

どもが進んで判断したり考えたりしようとする態度は十分育ちません。

今、学校では、予測困難な時代の中で、自ら答えを見出していこうと積極的にチャレ

ンジする子どもの育成が強く求められています。ですから、授業スタイルも、前述のよ

うないわゆる「教え込み型」から、子ども同士で協働して課題を作ったり、他者との意

見交換を通して自分の考えを広げたりしながら主体的に学ぶ「課題解決型」へと転換し

ていく必要があり、本校でも積極的に授業改善に取り組んでおります。

ご家庭でも、お子様が主体的に取り組む「家庭学習～『自学ノート』」の習慣化を少

しずつサポートいただければ幸いです。本校では、玄関ホールに各学年の児童が取り組

んだ手本となる「自学ノート」を掲示しております。ご来校の際は是非参照ください。
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【教育目標】

『勇気ある子ども』（全体目標）

〇「自分で考える子」（知）

〇「思いやりのある子」（徳）

〇「たくましい子」（体）

◆ 今年度の重点 テーマ ほんわか古小
育てる子どもの姿 思いをカタチに表現できる子

◇ １２月生活目標 相手の気持ちを考えて話そう。

本校では、毎年11月を秋の「読書月間」
として、様々な活動に取り組んでいます。
本に親しむ機会を多く持つことで、読書

に対する関心が高まったり、読書が習慣化
されることを期待しています。

期間中、朝学習の時間に、読書に取り組んでい
ます。５，６年生は「運命読書」（司書が選んだ
「高学年に読んでほしい本」をくじ引きで選ん
で読む活動）を行っています。

読書カードに記入したことをもとに本の紹介カ
ードを書き、「お勧めする本」「感想」等を交流
しています 。

町図書館の司書である永井先生が、各学年で
発達段階に応じた「読んでもらいたい本」を読
み聞かせてくれています。

家庭で読書を行います。この期間は10分以
上家で読書を行い、家読カードを使って、保護
者の方に一言コメントいただいています。

新着図書等を紹介する活動を行っています。

昨年度の卒業生が残していった卒業制作、
「古平小校歌のひらがな歌詞」レリーフが、
体育館壁面に設置されました

元々の校歌レリ
ーフと縦に並べた
のですが、見劣り
しない大変立派な
ものです。

ご来校の際は、
是非ご覧になって
ください。

11月８日（火）、町Ｐ連として児童生徒の
課題と捉えている標記についての研修会が、
北海道教育委員会との共催で行われました。
古平中学校の本間教諭の講演後、「家庭に

おけるルールづくり」について参加者同士で
交流し、大変有意義な研修となりました。


